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11月記者懇談会 

 

令和３年 11 月 25 日（月） 

 午前 11 時 203 会議室  

 

 

 

 

町長月間予定（総務課） 

・月間行事予定の説明 

 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

○箕輪町成人式について（文化スポーツ課 生涯学習係） 

令和 4 年 1 月 10 日（月・祝）に実施予定。 

 （令和 3 年 8 月 15 日に開催予定だったが、   

延期となっていた） 

 対象者は 301 人 

 実行委員会を行い準備を進めている。 

＜新型コロナ感染拡大防止対策＞ 

・受付時間分散 

・健康チェックシート提出 

・抗原検査キット送付 

（資料に基づき説明） 

 

 

 （町長） WEB 配信も行うんですね。 

   ⇒伊那ケーブルテレビと YouTube でライブ配信します。 

 

（町長） 全員が自分で抗原検査を受けてくるということですね。 

   ⇒そのとおりです。 

  

（記者） 令和２年度の成人式はどうなりましたか。 

   ⇒延期しましたが、延期した日程でも実施できず中止となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

出席者：みのわ新聞、長野日報、信濃毎日新聞、中日新聞、伊那ケーブルテレビ 

事務局：山口、毛利、原 
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○「箕輪町ウォーキンググランプリ2021」結果について（企画振興課 まちづくり政策係） 

令和 3 年 10 月 1 日から 31 日まで実施。 

参加者 639 人（昨年 520 人）、56 企業・グルー

プ 

 口コミ、新聞広告欄拡大や常会回覧等の広報に

力を入れたことが、参加者が増えた要因と考えら

れる。 

 昨年からの変更点として、３つの部門に分けて

実施した。 

 上位者への役場での表彰式は行わず、出向い手

渡しする。 

 

 

 

 

 

町長コメント 

○秋季観光について 

もみじ湖は、カウンターで 10 万 6000 人お越し

いただいたという集計結果になりました。 

赤そばの里は、カウンターを設置しませんでした

が、赤そばの会からの報告では 1 万人を少し超えた

くらいではないかと言われています。 

コロナ禍で実施を決めましたが、第 5 波が収束し

たということもあり、多くの方に来ていただき、大

変ありがたかったと思っています。 

赤そばの里では、セレモニーなどは全て中止しま

した。最初は、お客様には来ていただかず、圃場だけ作るというイメージで進めていました。8

月の豪雨の影響で圃場が荒れてしまったということもありましたが、やはり知名度もあり、1 万

人を超える皆さんにお越しいただきました。直売所やそば処をやりませんでしたが、営業を望む

声が非常に多くありました。今年から、電動アシスト車いすを入れたことで、お年寄りの方もご

覧いただけて、非常に好評だったとお聞きしています。 

もみじ湖は、想定を超える人出になりました。今年は、紅葉の期間が 10 月の最終日あたりか

ら、1 週間ぐらいと短かったため、人が集中してしまったと考えています。また、報道の皆さん

に取り上げていただいたこともあり、短期間に想定を超えるお客様が来て、渋滞や駐車場不足に

ついて多くのお声をいただきました。一方で環境整備をしてきた部分やボランティアの皆さんに

よるおもてなしができたということもありました。見ていただいた方には、感動してお帰りいた

だいたと思いますが、そこまで到達できなかった方もかなりいらっしゃって、苦情もいただきま

した。 

来年度以降のあり方については現在検討しています。県道ですので、道路改良や待避所の設置

については、県に要望等を出させていただきたいと思っています。観光地化するためにやってい

たわけではありませんが、箕輪町の一つの発信材料と考えてやってきました。結果的に観光地化
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してしまい、整備や受け入れ体制が追いつかないということだと思います。飲料水を多く供給す

るためダムですので、あまり観光化することを望んでいませんが、箕輪町、上伊那の中で観光す

る皆さんにどういった対応ができるか、知恵を出していきたいと思っています。 

 

 

○ワクチン接種について 

国の方針が動いていて決まらないところがありますので、今回は詳細お伝えできませんが、1

月下旬から 2 月に接種を始めるということについては変わりません。 

一番問題になっているのは、ワクチンの種類がファイザー社製とモデルナ社製の両方届くとい

うことです。どのような形で接種していくかまだ決まりません。国は選択できるようにと言って

いますが、住民感情から見れば、1 回目接種したものを打ちたいという方がほとんどではないか

と思います。本来は選択が良いと思いますが、そうすると希望通り接種できない人が出てしまっ

たり、届いたワクチンが使えないということが起きてしまします。製造している会社は違います

が、同じ種類のワクチンですので、今のところは選択制をとらないつもりでいます。国の動向を

みながら検討したいと思っています。 

65 歳以上は指定方式、それ以下は予約方式でやっていく予定です。5 歳から 12 歳の接種開始

も 2 月を予定しますので、そういったところと問題がないようにしていきたいと思っています。

また、8 ヶ月より前に接種しても良いという話も出ていますので、その辺の見極めも必要だと思

います。もう一つ、インフルエンザワクチンと新型コロナワクチンの接種のタイミングが重なっ

てしまうと安全上問題ありますので、その辺についても配慮しなければならないと思います。 

 

 

○町長基本政策集進捗状況について 

例年 11 月に 1 年間振り返り、報告をさせていただいています。 

早いもので、2 期目３年が経過し、トータルで７年が終了しました。２期目ということもあり、

1 期目の振り返りと合わせて、大きく前進をするということや目に見える形で成果を出すという

つもりでやってまいりました。 

町民の皆さん、関係の皆さんのご協力に改めて感謝させていただきたいと思います。 

 

最重要課題は、人口施策です。政策の幅を広げ、地域間の競争に負けないように、移住定住対

策や少子化対策をやってきました。 

産業については、農業、工業、観光など、基本的な戦略や計画を立て、それに基づいて行政を

進めるという手法を取りました。例えば、農業応援団計画や工業ビジョン、観光ビジョンなどを

前提にして取り組んできました。 

また、健康長寿や高齢化への対応、子育て支援や子育て対策などを主要課題として取り組んで

きました。 

 

【評価方法について】 

48 項目の基本政策について、町の担当課が評価している。 
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１ 人口減少社会への挑戦 ～安心安全が最優先～ 

新型コロナの影響や、景気の影響もあり人口減少が進んでいます。2 万 6000 人台になってい

て、この2年間でだいたい 350 人くらい減少しています。外国人の転出は、130 人くらいです。

近隣の町村と比べて政策が遅れているとか見劣りがあるとは思っていません。ただアピール不足

ということがあると思いますので、これからやっていきたいと思います。 

子育てを中心に経済的な支援をすることで、人口減少に立ち向かえるかどうかやや疑問があり

ますので、何にとり組んでいくか考えていきたいと思います。いずれの段階で人口減少を受け入

れざるを得ないと思っていますが、今の段階では、歯止めをかけるつもりで取り組んでいます。 

 

高齢者の交通対策としてデマンド型乗合いタクシー実証実験を行っていますが、十分な成果が

出るか心配しています。高齢化の状況と、交通に対する需要がミスマッチしていて、今後検討し

なければと思っています。 

 

移住定住対策のメニューは充実しましたが、都市部からの転入になかなか結びついていません。

どこの自治体でも取り組んでいて、何をもって地域間競争を勝ち抜いていくかということがあり

ますが、どうしていくかもう一度見直さなければと思っています。 

 

２ 希望を持てる町へ！ ～子育て、教育から生き生きシニア、そして介護～ 

木下保育園の建設は順調に進んでいます。みのわっこチャレンジ事業として、各保育園で何に

取組むか考えてもらっています。対外的にアピールしていくような保育事業が生まれていません

ので検討していきたいと思います。 

 

ふるさと箕輪学は、箕輪中学校の生徒が学校から地域にでて活動できるようになり、充実して

きたと思います。教員によって変わるという問題もあるので、学校として指導力を高めてもらい

たいと思います。 

 

文化センターや社会体育、博物館、図書館の老朽への対応については、お金のかかることです

ので徐々に進めていきたいと思います。フェンシング国体競技会場の関係で現地視察があるので、

その結果を見ながら検討しなくてはと思っています。 

 

郷土博物館は改修するための事前準備が整いました。今ある文化財を排水処理施設の後に作っ

た施設に運んでいますので、来年度以降、設計をして改修工事に入りたいと思っています。 

 

受動喫煙防止条例と箕輪町健康づくり推進条例は、全県で見ると少ない町村にしかない条例で

す。新型コロナの影響でソフト事業ができていませんので、新型コロナの様子を見ながら具体的

なソフト事業を入れていきたいと思います。 

 

若者・女性活躍推進については、女性の審議会等への登用が進まないという一方で、若者や女

性の活躍や、男女共同参画に関わる施策は評価していただいていいと思っています。例えば、ク

ラウドソーシングや、育ボス・温ボスの取り組みは、他の市町村と比較しても上位にあると思い

ます。地域の実態が男女共同参画になってきているかというと、なっていません。皆さん一生懸

命やってくれていますが、現場や地域が追いついていません。地域の意識をどう変えていくかが

今後の課題だと思います。 
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３ 希望を持てる町へⅡ ～産業のある町、快適な暮らしのある町～ 

にこりこ一帯のリニューアルが終了したということで評価が上がったようです。みのわテラス

は、専門性のあるところに指定管理をお願いして運営していますので、売上げや満足度という点

では評価が上がっていると思っています。町内の農家の出荷量の問題など、まだまだ課題は大き

いですが、動き出したということで町民の皆さんに理解をしていただいていると思っています。 

 

箕輪町工業ビジョンは、工業施策の中で一番看板事業として力を入れてやってきています。新

型コロナの影響もあり、製造品出荷額上がっていません。工場の立地など、施策として工夫の余

地が出てきていると思っています。 

 

４ 住民に信頼され、期待に答えられる行政運営 

行政運営については、時差出勤やテレワークを行っていますが、やらなければならないことが

たくさんあるので、評価が低くなっていると思います。現在、DX（デジタルトランスフォーメ

ーション）について取り組んでいて、具体化しなければと思っています。 

今年度から、住民向け予算説明書の発行をしました。町の主要な事業を町民の皆さんに知って

いただくことが町政への参画の第一歩だと思っています。 

 

公共施設等総合管理計画に基づいて施設の長寿命化を図るということになっています。耐震改

修やリフォームは行っていきますが、規模の大きなものの新設は当面凍結と考えています。 

社会福祉総合センターは改修ができないので、多目的施設として新設を予定しています。 

 

 

（記者） 新型コロナの影響で人口減少が進んでいるというのはどういうことでしょうか？ 

（町長） 町の人口減少に大きな影響があったのは、平成 30 年あたりからの経済不況と新型

コロナです。特に新型コロナの中では、派遣切り等があり、令和 2 年度は外国人の皆

さんの転出が非常に多かったです。現在は戻りつつあります。日本人の中でも、一部

事業所の中で期間雇用等の打ち切りがあり、新しい職を求めて転出したということも

ありました。 

 

 

 （記者） 移住・定住について、政策は充実しているが結果に結びついていないとのことでし

たが、どのような理由があると思いますか。 

（町長） 町の出身者の U ターンを求めていろんな施策を打っていますが、奨励金などを使っ

ていただいている方の中で、長野県外から来ている方はわずかです。テレワークや関

係人口創出のへの取組みはしていて、県内での異動には結びついていますが、県外か

らの異動にはというのはなかなか結びついていません。 

補助金事業だけでは難しいと思います。町に対する関心度を上げていくっていうこ

とがまず必要で、その上で、補助制度などがついてこないと難しいと思います。長野

県はポテンシャルが非常に高く、都市部の皆さんのニーズあると思いますが、町村別

に見ると認知されていない部分があると思います。 

もみじ湖などが、都市部へのアピールの起爆剤になればと思います。 
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（記者） いずれの段階で人口減を受け入れなければというのはどういう意味でしょうか。 

（町長） 人口に歯止めをかける政策にお金をかけていくのか。人口が減るものだとして、今

住んでいる皆さんの満足度を上げていく政策を重点化するのか。今は両方やっている

ということです。 

人口が減少するということは地域が縮小していくということなので、それに沿った

政策をより充実していかなければと思います。今は踏ん張っている状態ですが、いず

れ住民の満足度を高めることに力を入れていく時代が来るのではないかと思っていま

す。 

 

 

（記者） 残りの任期がちょうど 1 年ということですが、どのような施策に取組まれますか？ 

（町長） どうしてもやらなければいけないのは少子化対策です。昨年、40～50 人も出生数

が減少してしまったので、年間 180 人前後まで戻したいと思っています。 

今まであまり取組んでこなかったゼロカーボンや DX といった施策の取っ掛かりを

つくりたいと思います。 

 

 

（記者） 特に力入れてやっていかなければならないと感じている分野、施策はありますか？ 

（町長） 子育て中のお母さんが、箕輪町で子育てすることに満足感を感じられるような取り

組みをしたいと思います。 

高齢化率が今年 30%を超えてしまったということもあって、高齢者の皆さんに、

この町で住んでよかったという気持ちを持ち続けてもらうための元気になるようなも

のを充実しなければと思います。 

産業の面では、足踏みをしている工業や、後継者不足に悩んでいる農業について、

少しでも明るい展望が開けるようにしなければいけないと思います。来年度、住宅と

工場に関わる今までの政策を少し転換したいと思っています。 

新型コロナの収束が見えてくれば、失われたコミュニティや失われつつあるコミュ

ニティを再生するように、イベントなども元に戻すようにしたいと思っています。 

 

 





















【基本政策評価基準】

〈評価区分〉 〈実施の進捗状況〉 項目数 （うち重点分野）

4 実施済みまたは具体的な成果が表れているものも 6  (5) 3

3 取組み中で進捗度合が高いもの 17 (14) 3

2 取組み中 25 (28) 4

1 未実施 0  (1) 0

（　）内は前年数

令和３年１１月

　　箕輪町長　　白鳥　政徳

町長２期目基本政策集進捗状況（令和３年１１月）

　私は、平成30年11月の箕輪町長選挙において基本政策集を掲げ、町民の皆様から信任いただき、
この基本政策の実現に向けて、全力で取り組んでまいりました。
　基本政策集には、５つの基本方針に基づき、48の項目を掲げております。

　今回の報告では、48の項目を実現するために実施している事業の進捗状況を取りまとめ、
令和３年11月現在で自己評価いたしました。

　１１月現在、重点分野とした「安全安心パトロール」、「学力向上施策」、「健康づくり推進条例の制定」
の３項目、「フッ素洗口の導入」「保育・学習環境の改善」「にこりこ一帯リニューアル」が達成済みとなっ
ています。その他の項目についても、関係機関との協議や制度の検討などを計画的に進めているとこ
ろであり、進捗度合が高いものが17項目となっています。
　新型コロナウイルス感染症の収束が見えず、他の行政課題への影響も否定できません。また、コロナ
禍の現在、町民の日常生活、地域経済への影響も大きなものがあります。
　次年度は、新型コロナの困難を乗り越えることを最優先課題としつつ、基本政策については具体的な
成果が表れるよう全力を尽くしてまいります。町民の皆様をはじめ、関係の皆様の更なるご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

５つの基本的な姿勢
１ あらゆる政策を総動員し、人口減少時代に挑戦。

２ 人も仕事もワンランクアップ。

３ 現場と成果を重視し、顧客満足度の向上へ

４ 誰にも居場所やチャンスのある社会へ。

５ 町民の健康と安全安心が最優先。
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１ 人口減少社会への挑戦　～安全安心が最優先～

１年 ２年 ３年

1

少子・高齢化の状況に的確に対応するた
め、各政策を総動員し人口減少に立ち向か
います。また、人口減少社会に即した地域
づくりを行います。

3 2 2

第５次振興計画ならびにまち・ひと・しごと総合戦略で掲
げた目標達成に向け施策を展開。新型コロナ感染拡大前
までは25,000人以上の人口を維持していたが、新型コロ
ナの影響により、人口減少が進んでいる。（R3.10.1現在：
人口24,776人、チャレンジ目標比△38人）

企画振興課まちづ
くり政策係

R2.3に地域コミュニティ活性化委員会による地域コミュニ
ティ活性化に向けた提言の取りまとめを行い、地域総合
活性化事業交付金において、特に地域活性化に資する
取組みについて重点枠を設け支援。（案内看板の統一）

企画振興課まちづ
くり政策係

区や常会の役員負担の軽減を目指し、各種手続きの簡
素化や会議の縮小化を進めています。また、各区情報の
共有化を随時行うなど、柔軟な対応を図っています。

総務課総務係

3

災害や火災などに対応する地域防災力を
強化します。特に、多様な人材の活用を進
め消防団の充実を図るほか、防災士、自主
防災組織に対する支援を行います。また、
消防団の行事や活動内容の合理化を行
い、団員の負担軽減を図ります。

3 3 3

上伊那広域消防との合同訓練を実施し、火災時の連携
強化を図った。
上伊那安全・安心マップに防火水槽位置を掲載した。
各区の自主防災組織に10万円の補助事業を実施

総務課防災SC室

4
専任職員が町内を車で安全安心パトロール
を行い、治安の向上（防犯）、交通安全、道
路などの安全管理に取組みます。

② 4 4 4

令和３年10月で活動開始から２年が経過
この１年で、237日（約1,770時間）の活動
日々のパトロールや下校時見守りの中での安全指導等
に注力。
交通事故等の緊急事案に対する初動対応９件、カーブミ
ラー・標識・看板等の点検及び修繕等1,629件、道路損壊
箇所の報告及び道路上の障害物の撤去121件等、町内
の交通安全のための活動を実施した。

総務課防災SC室

5

ハザードマップの整備と周知、水位計、監視
カメラの設置等ソフト対策を充実します。ま
た、防災倉庫の整備、必要な備蓄品の保管
管理を進めます。

2 2 2

県の沢川の浸水想定区域の見直しにより、ハザードマッ
プをデータベース、紙ベース共に修正業務実施中
新型コロナウイルス感染症対策交付金を活用し、本年
度、蓄電池15基、ラップ式トイレ4台、毛布600枚、アルファ
米2,500食、保存水1,200本を購入した。

総務課防災SC室

令和２年11月～令和３年３月までに、各区要望分27箇
所、町政策分51箇所に防犯外灯を新規設置。平成30年
度以降、町政策分として、町内全体で250灯以上の外灯
を整備した。
役場庁舎、文化センター、地域交流センター、各区公民
館に貸出用の夜光反射タスキ及びスタンドを設置し、定
期的に補充を継続中。各地区SC協議会で感震ブレー
カーの設置斡旋を継続中。

総務課防災SC室

令和３年４月に稼働した要支援者支援システムの機能を
活用し、各区ごとに災害時住民支え合いマップを更新し
た。
（R ３年度は１５区中１４区の更新作業を完了）

福祉課

7

高齢化などにより、公共交通がなく買い物
や通院が困難な町民が増加していることか
ら、交通安全対策、福祉施策など総合的な
観点で支援策を講じます。

2 2 2

買い物弱者対策として、R2.3に㈱ニシザワにより移動販
売車「とくし丸」の運行が開始され、約160人が利用
また、R2.8から公共交通会議で検討してきた交通弱者対
策について、R3.11月1日より、「デマンド型乗合タクシー実
証実験」を行い、その利活用状況の分析と「みのちゃんバ
ス」の今後の利活用について検討を始める。

企画振興課まちづ
くり政策係

6

日常生活のさらなる安全安心に向けて、防
犯街灯の増設、夜光反射材・タスキの着用
の推進、感震ブレーカーの設置、防犯カメラ
の設置、支え合いマップの作成などを進め
ます。

2

町と地域の協働を進め、地域でお互いに支
え合えるコミュニティや支援の輪をつくりま
す。区や常会の活動の役割を再確認し、区
や常会への加入を促進します。また、地域
活動に必要な名簿などの取り扱いに関する
ルールを作ります。

3

基本政策

４：実施済みまたは具体的な成果が表れているもの　　３：取組中で進捗度合が高いもの　２：取組中　１ ：未実施　　　

2

担当課

2

評価

3

進捗状況

2

重点
10分
野

3
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１ 人口減少社会への挑戦　～安全安心が最優先～

１年 ２年 ３年

基本政策

４：実施済みまたは具体的な成果が表れているもの　　３：取組中で進捗度合が高いもの　２：取組中　１ ：未実施　　　

担当課

評価

進捗状況
重点
10分
野

移住定住の促進に向け、各種支援のメニューを設け事業
を推進している。
R3年4月～R3年10月実績
　・移住相談会参加　15回（オンラインにて実施　参加168
組）
　　　※内3回は、町にて単独実施（参加22組）
　・田舎ぐらし体験住宅　利用件数　17件（47人）
　・空き家関係相談件数　69件
　・空き家バンク登録件数　　127件
　・若者世帯定住支援奨励金　 48件　 31,700千円
　・特定人材就労奨励金　　　  　5件　   1,800千円
　・奨学金返還補助金　　　　　　 6件　　   443千円
　・空き家改修費等補助金　　    3件　　 1,016千円
　・空き家片づけ事業補助金　　  6件　　 　566千円
　・空き家解体事業補助金　　　 10件     2,393千円
　・移住者数　54人（町関与分）

広報紙、町HP、もみじチャンネル、移住希望者向け民間
サイト、SNS等を利用しての情報発信を行っている。

企画振興課　みの
わの魅力発信室

・女性活躍コーディネーターを１人配置
・女性の就業相談窓口を開設：129人相談、19人就職
・女性のための再就職応援セミナー：４回開催　188人参
加
・女性の起業セミナー：４回開催　48人参加

企画振興課　若
者・女性活躍推進
係

9

リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の
開通を見据え、整備効果を最大限に生かす
地域づくりを行います。二地域居住などの
新たなライフスタイルや通勤スタイルの変化
に対応できる地域づくりを目指します。

⑨ 1 2 2

コロナ禍での新たな人の流れがみられる中で、これまで
の移住定住施策の推進に加え、関係人口の創出拡大に
向け、関係人口創出施設の整備、SNSによる情報発信の
強化を展開
リニア中央新幹線建設促進長野県協議会や三遠南信地
域連携ビジョン推進会議�などの広域的な枠組みでの連携
により、移住定住策の推進、交通ネットワークの構築、交
流人口の拡大などの取組みを進めている。

企画振興課まちづ
くり政策係

10
みのわファンクラブなどを通じて、将来にわ
たる箕輪町とのつながり人口、関係人口を
増やします。

2 2 2

みのわファンクラブ会員数（R3年11月1日現在）
町内会員53人、町外会員119人、アプリ会員（ダウンロー
ド数）866件 計1,038人
会員も順調に増えており、ニュース配信等により情報提
供をしている。

郵便局との包括連携協定を締結し、郵便物に貼るQRコー
ド付きの町紹介ＰＲシールを作成し、郵便局窓口と役場窓
口で提供している。

㈱ローカルライフに関係人口創出拡大事業業務を委託
し、インスタグラムを新規開設。現在フォロワー数1,391
人、♯をつけて町に繋げている。
また、つながる拠点施設として「夢まちスペース」が開設さ
れ、中高生をはじめ一般の方も利用でき多世代がつなが
れる環境を整えた。

「つながり人口拡大コーディネータ」としてＲ2年4月から地
域おこし協力隊として太田清美さんが着任しました。町内
の魅力ある人、コト、モノをつなげ、町内外へ情報発信を
行っています。

Ｈ28年4月から休診となっていた旧東部診療所を活用し、
「東箕輪サテライトオフィス（夢まちLabo）」をR3.10月に開
設し、リモートワーク等を推進し都市部と箕輪町（地域）を
結びつける関係人口創出に向け動き出している。

企画振興課みの
わの魅力発信室

2

移住相談会への積極的参加、町の情報の
発信、移住定住アドバイザーの増員、住宅
や仕事、生活相談などをきめ細やかに行
い、移住定住を促進します。新たに、「U・I
ターン応援プロジェクト」を立ち上げ、若者・
女性・子育て世代のU・Iターンを促進しま
す。特に、女性の就職、転職に関わる経済
的支援を行います。また、移住者の皆さん
が移住後も安心して暮らすためサポート・
フォロー体制を整備します。

8 ① 2 2
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２　希望を持てる町へI　～子育て、教育から生き生きシニア、そして介護～

１年 ２年 ３年

R2年度末実績で、未満児保育（0歳児40人、1歳児103人、
2歳児129人）272人を受け入れた。
R3年度10月時点では、0歳児20人、1歳児75人、2歳児111
人の計206人を受け入れている。

子ども未来課子育
て支援係

箕輪町出産子育てに係る医療施設等整備補助金交付規
則制定（産科、助産所、小児科対象）　H３１小児科医１件
開業

健康推進課健康づ
くり支援係

木下保育園建設事業は、地中熱設備工事が完了し、本体
（建築・機械・電気設備）工事を行っています。今後は外構
工事も行う予定です。
その他の保育園の環境整備は随時修繕等を行っていま
す。

子ども未来課保育
園施設係

みのわっこチャレンジ事業として、各園で年度ごとテーマ
を決め「○○したい」という子どもの好奇心を育み、やまほ
いくをはじめとした各園の特徴を生かした活動を実施して
います。

子ども未来課子育
て支援係

3

子どもたちが社会でたくましく生きていくため
の学力、体力を身につけます。特に、児童
生徒の学習意欲を高め学力課題に対応す
るため、学習サポート、教員の指導力向上
など、学力向上のための施策に取り組み、
成果の確認できるシステムをつくります。

④ 3 4 4

・児童生徒が自己肯定感を高めることができるように各校
の「グレードアップＰＬＡＮ」を家庭とも共有して取り組むこ
とで安心して過ごせる学校づくりを進めている。
・児童生徒個々の状況把握のために、町独自にＣＲＴ・Ｎ
ＲＴ（標準学力検査）を継続してきたが、対象学年を拡大。
分析した結果に応じた指導がきめ細かくできるように授業
づくりにも活用している。
・ＩＣＴ教育機器として1人１台ＰＣや大型提示装置の小中
学校全教室への配置など、学力向上に向けた個別最適
化学習や児童生徒主体の協働学習ができる環境を整え
てきた。
・教師の指導力向上を目的とした町教委主催の指導力向
上研修を各年代をターゲットに企画し、授業改善や自学
ノートの取り組みをさらに充実させていく。

学校教育課教育総
務係

・小学校のふるさと学習では郷土の自然・歴史・文化・産
業等を地域の方々との交流を通して、そのよさに気づき、
中学校の箕輪学では地域課題への取り組みを通して郷
土への学びを深めることができている。
・キャリア教育フォーラムへの参加を通して小中学生が地
域の方々の思いに触れ、さらに深く学ぶことで、ふるさと
みのわへの愛着を深めている。

学校教育課教育総
務係

平成30年度に刊行した中学生向けの資料集「はじめよ
う！ふるさと箕輪学」に続く第2弾として、小学生や保育園
児などの子どもにも馴染みやすい「箕輪学かるた」を作
成・配布して、ふるさと学習「箕輪学」の更なる推進に努め
た。

文化スポーツ課文
化財係

2

４：実施済みまたは具体的な成果が表れているもの　３：取組中で進捗度合が高いもの　２：取組中　１ ：未実施　　　

重点
10分
野

③

1

安心して妊娠、出産、子育てのできる環境
づくりを行い、合計特殊出生率を引き上げま
す。出産や子育てに関する不安や孤立を解
消するため、産科医師、助産師、小児科医
師の確保に努めます。

現在新築計画を進めている木下統合保育
園について、平成34年度中の開園に向けて
取り組みます。その他の保育園の環境整備
（長寿命化）を計画的に実施します。保育の
質の充実に努め、好奇心を育む「わくわく保
育」を実践します。また、各園の特徴を生か

した保育に努めます。

2

ふるさと学習「箕輪学」やキャリア教育を推
進し、地域や社会を学ぶ機会を増やすとと
もに郷土愛を育みます。

4

基本政策 進捗状況 担当課

3

33

2

3

評価

3

2

3
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２　希望を持てる町へI　～子育て、教育から生き生きシニア、そして介護～

１年 ２年 ３年

４：実施済みまたは具体的な成果が表れているもの　３：取組中で進捗度合が高いもの　２：取組中　１ ：未実施　　　

重点
10分
野

基本政策 進捗状況 担当課

評価

令和元年８月までに上古田・東みのわ・長田・木下北・木
下南保育園に空調設備（エアコン）を設置し、町内すべて
の保育園の保育室に空調設備が完備され保育環境が改
善しました。

子ども未来課保育
園施設係

普通教室に続き、図書館・理科室など特別教室への空調
設備を設置しました。また、学童保育の環境整備について
は順次進める予定です。

学校教育課教育総
務係

いきいき百歳体操を始めとした介護予防の取組みを推進
し、いきいき百歳体操は令和３年10月現在、22団体約450
人が取組んでいます。

福祉課高齢者福祉
係

R2年度はコロナの影響で中止した健康アカデミーは、25
名で実施中。トレーナーによる運動プログラム継続、利用
者数R2年度31人,延べ利用者数273人、R3年度現時点20
人、延べ利用者数215人が利用、企業向けの運動プログ
ラムを実施予定。感染症対策を講じながら、げんきセン
ター（平日）、げんきセンター南部（祝日以外毎日PM8：00
まで）一般開放実施。18歳以上町民及び町内在勤者も利
用可とし、働き盛りの健康づくりを支援。

健康推進課健康づ
くり支援係

コロナ禍により、感染症対策を行いながら事業実施。
松本山雅FCと連携した少年サッカー教室【11月・12月】，
上古田スケート場の開場【1月】，子どもスポーツ教室【5月
に計画・コロナ感染拡大により中止】，町民野球大会【8
月・雨天中止】，町民ゴルフ大会【8月・コロナ中止】，みの
わナイトウォーク【9月予定コロナ対策により10月へ延期し
実施】，脳トレらくらく体操教室【9・10月】，フェンシング全
国大会３大会・町民マレットゴルフ大会【10月】

文化スポーツ課公
民館・スポーツ振
興係

・文化センター及び地域交流センターの長寿命化個別計
画に基づき、施設及び設備の改修等を進行中。
・地域交流センターの２階（箕輪消防署）が雨漏りし、交流
センター屋上全面の防水シート工事を実施。

文化スポーツ課
生涯学習係

社会体育館の機能強化
町民体育館及び武道館の耐震改修及び機能強化
【令和４年度以降で設計、その後工事実施見込み】

2028長野国体フェンシング競技会場については、社会体
育館を中心に現在検討中。令和4年の日本フェンシング協
会正規視察を経て、施設の仕様変更が生じれば、即した
ものに対応するよう、社会体育館を中心に改修等を検
討。

文化スポーツ課
スポーツ振興係

郷土博物館の耐震改修工事に向け、中原にある西部中
排水処理施設を文化財調査施設に改修する工事を実施
し、予定どおり完了することができた。また、資料等の移
動に着手した。

文化スポーツ課
文化財係

・新図書館建設に活かすため、図書館協議会で県内図書
館視察を行っている。引続き、建設基金の積立を行ってい
る。令和２年度末266,209千円（元年度積立：28千円）

文化スポーツ課
図書館係

受動喫煙防止条例制定済

箕輪町健康づくり推進条例制定済
箕輪町健康づくり推進協議会設置条例制定済（町内関係
機関の協働による健康づくりの推進）

4

3

4

4

町、地域、団体、企業などが一体となって健
康づくりに取り組み、「健康長寿の町箕輪」
を実現するため、「箕輪町健康づくり推進条
例」を制定します。また、健康被害を避け、
健康づくりを一層推進するため、「箕輪町受
動喫煙防止条例」を制定します。

⑤

スポーツや運動を通じて健康増進や健康寿
命延伸につながる取り組みを推進します。
「見る」、「支える」、「交流する」など、スポー
ツとの新たな関わり方、楽しみ方を広げてい
きます。

7

8

5
保育園、小中学校に冷房設備を設置し、保
育、学習環境を改善します。また、学童保育
にかかる受入れ環境の整備を進めます。

6

3

3 3

健康推進課健康づ
くり支援係

1

老朽化、狭隘、耐震性不足などのある生涯
学習施設（体育館、武道館、郷土博物館、
図書館）の改修、建て替えを計画的に進め
ます。

2

4

2

4
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２　希望を持てる町へI　～子育て、教育から生き生きシニア、そして介護～

１年 ２年 ３年

４：実施済みまたは具体的な成果が表れているもの　３：取組中で進捗度合が高いもの　２：取組中　１ ：未実施　　　

重点
10分
野

基本政策 進捗状況 担当課

評価

9

健康寿命延伸のため、血管年齢計など健康
測定器を導入するほか、健康ポイント事業
など健康無関心層に対する健康づくり運動
を展開します。

3 3 3

血管年齢測定器導入、企業やイベント等への貸し出し。
健康づくりの動機づけとして、減塩チャレンジ事業を実
施。推定食塩摂取量検査を希望する町民及び在勤者に
対して実施、2,033人が実施。血圧と合わせた分析を実施
予定。
健康ポイント事業の継続実施。参加者数R2年度691人、
R3年度現時点844人。R2年度ポイント達成者43.0％。
アプリによるウォーキングイベント、ウォーキンググランプ
リを実施、56チーム、個人639人が参加。

健康推進課健康づ
くり支援係

10
生活習慣病の重症化の防止、がん検診の
受診率アップとフォロー体制を充実します。 2 2 2

国保特定健診の実施。特定健診受診率R2年度48.3％（コ
ロナの影響により4.1%減だが県内市町村順位は変わら
ず）
胃がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がん、肺がん、前立
腺がん検診を実施。R２年度平均受診率22.3％。

健康推進課健康づ
くり支援係

町内全保育園の年長児にフッ化物洗口を4月から開始
（全181人中174人実施）。
歯科医師による歯科検診、歯科衛生士による歯科指導の
実施。

子ども未来課子育
て支援係

フッ化物洗口全園にて実施。小学校１校実施。実施小学
校増加に向けて調整中。２歳児健診でフッ素塗布実施
町内全保育園児と保護者に歯保健指導実施中。
う歯保有率1.6歳（H30年度1.6、R元年度2.8、R2年度0.5）、
3歳（H30年度16.7、R元年度8.5、R2年度8.9）中学（H30年
度52.9、R１年度50.7、R2年度39.1）

健康推進課健康づ
くり支援係

西小学校をモデル校として位置付け、実施希望者105人
（実施率96％）に対し、週１回のフッ素洗口を実施。

学校教育課教育総
務係

12

高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮ら
し続けられるよう地域包括ケアシステムの
構築を進めます。また、地域が一体となった
認知症施策を推進します。

⑥ 2 2 3

保健・医療・福祉の連携体制を強化するとともに、地域に
おける介護予防や支えあいの取組みを推進し、地域が一
体となって地域包括ケアシステムの構築を進めています。
また、認知症見守り協力団体すまいるの登録団体数も
100団体を超え、地域の見守りネットワークを構築していま
す。
令和３年度からは認知症になっても安心して暮らし続けら
れるよう、認知症高齢者等見守りシール交付事業、個人
賠償責任保険事業を開始しました。

福祉課高齢者福祉
係

高齢者の社会参加を促進するため、各地区の様々な取り
組みを一覧にした介護予防ガイドを作成し、配布していま
す。

福祉課

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業を開
始。後期高齢者健診後の保健指導、いきいき百歳体操の
場へ出向いての保健指導、訪問指導実施中。歯科ドック
の対象に70歳を追加。
７５歳時に鶴亀講座開講。歯科保健、栄養、運動について
衛生教育を実施。

健康推進課

・各団体の活動にあたっては、文化・スポーツ施設使用料
の減免等の支援を継続実施。
また、生涯学習・スポーツの各種活動団体の紹介や、公
民館活動の情報等を網羅した「生涯学習だより」を発行
し、全戸配布。
コロナ禍、感染症対策をして、各種事業を実施中。
・町公民館各大学学級、（計5）計118名の受講生。
・町公民館講座全９講座中、６講座実施済み(計114人参
加)
・元気はつらつ出前講座（分館や小サークルなどへの講
師派遣）、　６件実施済み。12月以降、２件実施予定。

文化スポーツ課

14
小規模多機能型居住介護など切れ目のな
いサービス提供体制を整備します。 2 2 2

令和4年度の開設に向けて、公募を行い事業者を決定し
た。
整備のための県の補助金を得るための手続き継続中。

福祉課社会福祉係

2高齢者の就業・学び・社会参加と健康づくり
（介護予防を含む）を総合的に推進します。

13

11
歯科保健指導を充実し、乳幼児期から学童
期のう歯保有率を減少させます。また、フッ
素洗口の導入に向け検討します。

44

3

4

3
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２　希望を持てる町へI　～子育て、教育から生き生きシニア、そして介護～

１年 ２年 ３年

４：実施済みまたは具体的な成果が表れているもの　３：取組中で進捗度合が高いもの　２：取組中　１ ：未実施　　　

重点
10分
野

基本政策 進捗状況 担当課

評価

15

障がい者（児）と家族が地域で安心して暮ら
すことができる社会をつくります。特に、障
がい者の日中活動の場（居場所）、生活の
場（グループホーム等）の設置について、広
域連携、事業主体の検討など具体化に向け
て取り組みます。

2 2 2

障がい者地域活動支援センターみのわ～れ、みのあ～る
の利用延べ人数は年々増加。両施設とも徐々に定着して
きた。
グループホーム設置について、地元説明会を実施し動き
始めた。

福祉課障がい福祉
係

16

フレッシュな若者・女性・転入した新住民が、
やりがいを持って活躍しやすい環境づくりを
進め、町を元気にします。女性の町各種審
議会委員や地域の役員などに参画しやす

い環境づくりを行います。住民と行政が協働
して「女性活躍推進アクションプラン」を着実
に実行します。また、次代を担う若者が学校
や職場だけではなく、行政、地域活動の場

で活躍する環境を整えます。

2 2 3

女性の町各種審議会委員や地域の役員などに参画する
ための課題等について、女性活躍井戸端会議と区長会と
の意見交換会、子育てサークルとの意見交換会実施

審議会等への女性割合　26.1％

女性がやりがいをみつける機会を提供
　・起業セミナー４回実施　48人
　・就職、再就職セミナー16回実施　188人参加
　・町内女性有志の実行委員会実施イベントを後援
　・女性の就業相談  129人利用、19人就職

女性活躍アクションプランに基づき、女性の起業、就業等
を支援するための男性の家事育児参画を促進する取組
みを実施。
　・企業経営者向けイクボスセミナー開催
　・イクメンフォトコンテスト開催
　・もみじちゃんスタンプラリー開催
　・広報誌へ四半期に１回イクメンを紹介

女性活躍推進のための企業を支援
　・女性の働きやすい環境づくり補助金　８社利用

クラウドソーシングの推進
　・企業向けセミナー　11人   ・導入セミナー　24人
　・登録者　76人

若者が地域活動へ参加する機会を提供
・箕輪進修高校・木下区と連携協力、ボランティア部ととも
に居場所づくりカフェフジヤ運営に参加

企画振興課　若
者・女性活躍推進

係
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３　希望を持てる町へⅡ　～産業のある町、快適な暮らしのある町～

1年 ２年 ３年

1

「箕輪町農業応援団計画」に基づき、農地が
農地として使われ続ける環境を維持するた
め、生産者・農家への支援とともに消費者・
多様な主体が農業に関わる施策に取り組み
ます。特に、地産地消を進めるため、直売所
の充実、消費者に対するPRを行います。併
せて、町内産の栽培、保存、購入などの体
制づくりを行い、学校、保育園の給食におけ
る地域自給率を引き上げます。また、農ある
暮らしを町民にとって身近かなものとし、農
の魅力で交流、移住人口を増やします。

⑦ 2 3 3

〇生産者・農家への支援として、農業機
械等導入事業補助金の要件緩和を実施
し、中小規模農家への支援を充実、また
スマート農業の推進のため、補助率、補
助限度額等の改正を実施。さらに、近年
の異常気象による農作物被害への経営
リスクに備えるため、農業共済（収入保
険・果樹共済）の加入促進事業補助金を
創設した。

〇令和３年４月に「みのわテラス」を
OPEN。
核となる農産部直売所は町内農産物を幅
広く集めて販売する大きな出口として、出
荷環境の向上による営農継続と、店頭で
の小売りのほか贈答・学校給食への供給
による地産地消の推進のエンジンとなる。
作付指導をお願いしており、更に地域自
給率を上げていく。

〇非農家が農にかかわる仕組みと、農の
魅力で交流人口を作る取り組みとして、
農ある暮らしを楽しむ「みそ部」「交流菜
園」を実施している。

〇農業委員会だよりを年4回作成し、全戸
配布している。

産業振興課未来農
戦略係

農業振興係
農業委員会

2
新規就農、定年帰農者に対する支援を充実
するとともに、親子就農などの農業後継者、
担い手に対する支援を行います。

2 3 3

新規就農者支援については、国の農業
次世代人材投資資金の対象者が8経営9
人（うち夫婦1経営体）となり2経営体の増
加。また、新規就農者の住居費を支援
し、経営が軌道に乗るまでの負担軽減を
図った。
農業後継者、定年帰農者に対する支援と
して、各営農組合による営農支援事業に
対する補助を実施。
酪農家の後継者不足の課題について
は、後継者と承継による仕組みづくりを進
めていく。

産業振興課農業振
興係

3

「にこりこ一帯にぎわい会議」の提言、JA長
野開発機構の活性化に対する提案等をふま
え、にこりこ一帯のリニューアルを進めま
す。リニューアルに当たっては、「町民が行
きたくなる」、「箕輪町の農の価値を伝える」
施設とし、適切に運営をしていきます。

2 3 4

にこりこ一帯は、「みのわテラス」として令
和３年４月２日にリニューアルオープン。
住民会議の提言をもとに、店舗としての
魅力に加えて、雄大なアルプスの山並み
景観を眺めるテラスを直売所前面に配置
し、遊具を設置した緑地を設け、自転車を
楽しめるフィールドと店舗を作るなど、訪
れたくなる理由と居場所としての心地よさ
も大切に考えた。
運営についても指定管理者を全施設で新
たに求め、担い手を一新して運営してい
る。

産業振興課未来農
戦略係

4
農業者だけではなく、加工、流通業者を含め
た関係者との連携やマッチングにより6次産
業化の推進に取り組みます。

1 3 3

令和2年度から、農産物等販路拡大事業
補助金の補助対象を、農家から町の農産
物を使って加工する主体に拡大。また、
農産物加工施設が積極的に小規模加工
の相談や受託を行える環境を作った。
〇補助実績：令和2年6件、令和3年2件
（10月末時点）
〇相談件数：令和2年2件、令和3年7件

産業振興課未来農
戦略係

進捗状況 担当課基本政策

４：実施済みまたは具体的な成果が表れているもの　　３：取組中で進捗度合が高いもの　２：取組中　１ ：未実施　　　

評価重点
10分
野
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３　希望を持てる町へⅡ　～産業のある町、快適な暮らしのある町～

1年 ２年 ３年

進捗状況 担当課基本政策

４：実施済みまたは具体的な成果が表れているもの　　３：取組中で進捗度合が高いもの　２：取組中　１ ：未実施　　　

評価重点
10分
野

5
森林づくり県民税、森林環境譲与税を活用
し、里山の整備、間伐材など地元産材の利
活用を進めます。

2 2 2

としまの森整備事業、景観形成のための
除伐・下刈り事業及び材搬出用の林道整
備などにより、里山の整備や間伐等促進
を図ってきている。また、森林整備を進め
るための林地台帳システムの整備を実施
中である。

産業振興課耕地林
務係

6
人が集う中心市街地への再生、商店や飲食
店の開店支援、空き家のリノベーションを推
進し町の活性化を図ります。

2 2 2

仲町周辺・国道153号線・町道6号線の街
路灯に令和元年よりフラッグアームを設
置し、「にぎわい」の創出に寄与している。
また、創業支援オフィスで創業した事業者
が中心市街地の空き事務所へ移転し、活
性化に寄与している。

産業振興課商工観
光推進室

7

現在策定中の「箕輪町工業ビジョン」に基づ
き工業振興施策を実施します。新たな活力
につながる産業を創出するため、企業誘致
や企業・創業を促進します。

⑧ 2 2 2

2019年3月に策定した「箕輪町工業ビジョ
ン」に基づき、掲げた目指す姿、目標に向
かい各種施策を実施。
①商工分野のワンストップ窓口設置
　「産業支援センターみのわ」への商工係
移動に伴い、箕輪町商工会との連携
②企業支援相談員の配置
　現在、主任相談員を含め2名の相談員
を配置しきめ細やかな相談体制を整備し
ている。
④工場等設置補助金
　令和3年度は、56,675千円の補助金を
予算化し、25社に支援予定。
⑤中小企業等人材育成研修費等補助金
　令和3年度は、150千円を予算化し、1人
あたり最高3万円、1社あたり9万円に拡大
し現在受付中。
⑥産業支援センターの運営
　創業支援オフィス・コワーキングスペー
ス、研修室の管理運営を継続中。更なる
利用促進を図るためPR活動も継続実施。
⑦関係人口創出施設東みのわサテライト
オフィス『夢まちLabo』の設置
　本年10月にオープン。シェアオフィスに
県外企業を含む5事業者が入り、コワー
キングスペース、カフェの利用も含めて新
規創業者の確保と育成、企業誘致に貢献
している。

産業振興課商工観
光推進室

8

地域を支える中小企業の生産性の向上、高
付加価値化に対する支援、また、地域内連
携による受注機会や販路の拡大などの支援
を進めます。また、後継者難などにより事業
を断念することがないよう事業継承を支援し
ます。

2 2 2

「箕輪町工業ビジョン」推進のため各種施
策を展開
①産業に伴う国際規格等取得支援補助
金
　令和3年度予算額1,000千円
②新技術・新製品開発事業補助金
　令和3年度予算額5,000千円・・・2社に支
援予定。
　制度設立5年目にあたり更なる町内企
業の高付加価値生産につながる技術革
新に寄与
③知的財産権申請料補助金
　令和3年度予算額300千円
④工業製品試験手数料及び施設使用料
補助金
　令和3年度予算額300千円
⑤事業承継支援補助金
　令和3年度予算額400千円

産業振興課商工観
光推進室
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３　希望を持てる町へⅡ　～産業のある町、快適な暮らしのある町～

1年 ２年 ３年

進捗状況 担当課基本政策

４：実施済みまたは具体的な成果が表れているもの　　３：取組中で進捗度合が高いもの　２：取組中　１ ：未実施　　　

評価重点
10分
野

9

赤そばの里、紅葉のもみじ湖などの観光ス
ポットの育成、環境整備を行うとともに、これ
ら観光による地域づくりを行う担い手、団体
などを支援します。（一社）長野伊那谷観光
局、町観光協会と連携し、広域観光を戦略
的に推進する中で、町の発信、誘客の推進
につとめます。

2 2 3

・赤そばの会を支援、連携しながら、コロ
ナ禍における赤そばの里への受入を実
施した。
・もみじ湖では、駐車場区画及び散策路、
案内看板、物販ブースを新たに整備し、
ハード面での受け入れ環境の整備を進め
ている。
また、観光協会との連携により、町民によ
る観光ボランティアガイドを養成し、受け
入れ環境の改善を行った。
・今後は、渋滞等オーバーツーリズムの
改善と、観光客が地域でお金を使っても
らう仕組みの構築に取り組む。

産業振興課商工観
光推進室

10
萱野高原、ながた自然公園のあり方につい
て検討します。 2 2 2

活性化委員会並びに地元調整委員会の
皆様との協議により、今後のあり方の検
討を進めている。今後は、既存施設の修
繕又は解体や、観光地としてのリニュー
アルといった具体的な内容に入ってあり
方の検討を進めていく。

産業振興課商工観
光推進室

11

国道、県道の改良、改善を関係機関に強く
働きかけます。
・箕輪バイパス4車線化整備
・竜東線の狭隘、渋滞箇所の改良
・与地辰野線の通学路の歩道設置

3 3 3

・箕輪バイパス4車線化整備
　⇒沢上交差点から県道南小河内・松島
停車場線まで今年度中に竣工予定。引
続きJR高架橋部分の4車線化に向けて、
今後も関係機関に強く働きかけます。

・竜東線の狭隘、渋滞箇所の改良
　⇒狭隘箇所の改良は、地権者との交渉
が難航している。渋滞箇所の改良につい
ては、今後も関係機関に強く働きかけま
す。
長岡区内の歩道設置については、現地
測量等に着手し設置に向けて進捗してい
る。

・与地辰野線の通学路の歩道設置
　⇒下古田四阿から南へ約150ｍ整備
中。引続き深沢川より南の歩道設置に向
けて、今後も関係機関に強く働きかけま
す。

建設課建設管理係

令和元年度、橋梁長寿命化修繕計画の
更新を実施。
橋梁補修工事
西天竜橋梁７橋実施済

グリーンベルト設置工事Ｌ=1.01㎞
・R1　町道3号線（大出公民館南）L=208ｍ
・R2　町道2号線（長田ローソン南）L=399
ｍ
・R2　町道3号線（大出橋西）L=403ｍ
・R3　町道3号線ほか　L=300ｍ　実施予
定

建設課建設工事係

令和3年9月に通学路危険箇所合同点検
を実施し、歩道未設置区間で必要な箇所
のグリーンベルト化を順次進めています。

学校教育課教育総
務係

12

道路、橋梁等のインフラ整備について、道路
等整備計画を策定し計画的に整備を進めま
す。また、通学路のグリーンベルト化を危険
度、緊急性を考慮して進めます。

2 2 2
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３　希望を持てる町へⅡ　～産業のある町、快適な暮らしのある町～

1年 ２年 ３年

進捗状況 担当課基本政策

４：実施済みまたは具体的な成果が表れているもの　　３：取組中で進捗度合が高いもの　２：取組中　１ ：未実施　　　

評価重点
10分
野

リニア中央新幹線建設促進長野県協議
会に参画し、アクセス手段の確保・整備に
取組むとともに、地域振興策について検
討中

企画振興課まちづ
くり政策係

・伊那バイパス（伊那市区間）施工中
引き続き関係する市町村と連携して、上
伊那広域で北部地域のアクセス改善につ
いて取り組む。

建設課建設管理係

14
飯田線の利活用を促進するとともに、町内３
駅（沢、松島、木下）の環境改善に取り組み
ます。

2 3 3

・R3年度に木ノ下駅トイレが完成。
・伊那松島駅トイレについては、令和4年
度の建設着手に向けてJR東海やタク
シー業者等と調整中。

住民環境課生活環
境係

15
「残さず食べよう運動」や「生ごみのひとしぼ
り運動」に取り組み、ごみの減量を推進しま
す。

2 2 2
・「みのわの実」10月号に「考えよう。食品
ロスのこと」を掲載
・引き続き「30.・10運動」を推進

住民環境課生活環
境係

16
高齢化、後継者不在等の状況をふまえ合葬
式墓地の設置について検討します。 2 2 3

・実施設計を11月に発注済み
・令和4年度中に合葬式墓地を建設し、使
用申請の受付を開始予定

住民環境課生活環
境係

17

町民の暮らしを支える上下水道の健全な事
業運営に努めるとともに、老朽管の更新・耐
震化を計画的に推進します。特に、上水道
の有収率の向上対策、下水道の加入促進、
不明水対策を進めます。

2 2 2

（老朽管及び上水道有収率向上）
国庫補助を活用し、重要施設給水管路を
耐震管に更新。(L=2,027m【R2】)

（下水道加入促進）　下水道接続推進補
助金25件を交付。【R2】

（不明水）
幹線管更生工事の実施。（松島・L=62.0m
【R3】）

水道課水道工事係

13 ⑨
リニア中央新幹線長野県駅と上伊那北部地
域との国道、飯田線等のアクセスの改善に
ついて関係市町村と連携し取組みます。

2 22
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４　住民に信頼され、期待に応えられる行政運営

１年 ２年 ３年

1

現在策定中の「箕輪町行政経営計画」、「箕
輪町職員人材育成計画」に基づき「町民と共
に歩む行政」、「町民に信頼される行政」を目
指します。毎年度、方針に基づく取り組みに
ついて取りまとめ、その内容及び取組結果
を公表します。

2 2 2

人材育成基本方針に基づき、人材確保、人
事評価制度を活用した人事管理、職層別、
専門別、OJTなどの研修による人材育成、
時差出勤、テレワークなど働きやすい職場
環境づくりを進めている。

総務課人事係

2

広聴の手法を充実し、全戸に対して年１回
「町長への手紙」を実施し、町民の意見を町
政に反映します。また、町民の声データベー
スを作成、情報の共有を図ります。広報・広
聴アドバイザーを任用し住民満足度を高め
る情報の活用、戦略的広報を行います。

⑩ 3 3 3

R1.8から町長への手紙を実施し、R3.10まで
に累計216件の意見・提案
うち19件の提言について、事業化または事
業実施に向けて進行中（デマンド型乗合タ
クシー実証実験、若者活躍応援事業補助
金、町単独道路整備事業（隅切り工事）等）

広報・広聴アドバイザーの任用について
は、今後検討していく。

企画振興課
　まちづくり政策
係
　みのわの魅力
発信室

3

わかりやすい住民向けの予算説明書を発行
して、仕事と財政の見える化を進めます。ま
た、公共事業、イベント、行政サービスのコ
ストを公表します。

1 1 2
令和3年度予算から対応済み。
毎年度、見直しを行い、よりわりやすい予
算書作成に努めたい。

企画振興課財政
係

4

公共施設等総合管理計画に基づき個別施
設の長寿命計画を策定します。計画策定に
当たっては、財政見通しを明らかにしつつ施
設の安全性確保を優先します。

2 2 2

個別施設計画については、令和2年度に策
定済み。大型建設事業が控える中で、事業
の平準化を行いできる限り計画に沿って施
設の長寿命化を図りたい。

企画振興課財政
係

5

箕輪町の魅力を町内外に向けて発信するた
め、戦略的にシティプロモーションを推進しま
す。町民誰もがまちづくりに関心を持ち、主
役としてまちづくりに参加できるように情報の
共有化に努めます。

2 2 2

広報紙、町HP、もみじチャンネル、SNS等を
利用して情報を提供している。
広報紙作成業務については、Ｒ3年から新
たに3年契約を業者と結ぶため、より魅力
的なものとなるようプロポーザル方式にて
業者を選ぶよう準備を進めている。
町民を巻き込んでの展開については、今後
検討していく。

企画振興課みの
わの魅力発信室

担当課

４：実施済みまたは具体的な成果が表れているもの　　３：取組中で進捗度合が高いもの　２：取組中　１ ：未実施　　　

基本政策
重点

10分野
進捗状況

評価
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